
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

       

２０２５年１０月２５日(土) 

２３９５号 

９
月
２０
日
、
わ
が
町
運
動
の
交

流
と
日
本
平
和
大
会
の
成
功
目
指

す
「
大
阪
平
和
大
会
」
を
大
阪
府

社
会
福
祉
会
館
で
開
催
、
３０
人
が

参
加
し
ま
し
た
。 

 

西
会
長
は
、
開
会
あ
い
さ
つ
で
、

現
在
行
わ
れ
て
い
る
最
大
の
日
米

合
同
演
習
と
与
那
国
町
の
「
い
ざ

と
な
っ
た
ら
一
戦
交
え
る
覚
悟
が

あ
る
の
か
」
と
自
衛
隊
配
備
を
進

め
る
現
職
の
町
長
の
２
期
目
が
阻

止
さ
れ
た
こ
と
に
ふ
れ
、
住
民
の

意
思
選
択
が
地
域
を
動
か
し
、
こ

の
国
の
戦
争
へ
の
流
れ
を
食
い
止

め
る
力
に
な
る
。
こ
の
平
和
大
会

が
わ
が
町
、
地
域
か
ら
平
和
の
あ

り
方
を
共
有
し
、
団
結
連
帯
を
し

て
平
和
を
作
っ
て
い
く
、
意
義
の

あ
る
重
要
な
機
会
に
な
る
と
確
信

し
て
い
る 

と
述
べ
ま
し
た
。 

 

３
つ
の
地
域
と
事
務
局
か
ら
４

つ
の
報
告
が
あ
り
ま
し
た
。 

八
尾
平
和
委
員
会
か
ら
、
「
八

尾
空
港
と
自
衛
隊
八
尾
駐
屯
地
の

拡
張
と
強
靭
化
の
問
題
」
と
大
軍

拡
・
大
増
税
Ｎ
Ｏ
！
八
尾
連
絡
会

の
宣
伝
と
平
和
カ
フ
ェ
な
ど
の
活

動
、
掩
体
壕
の
保
存
に
つ
い
て
、

地
図
や
駐
屯
地
の
写
真
を
示
し
て

説
明
が
あ
り
ま
し
た
。
米
軍
基
地

の
な
い
大
阪
で
も
駐
屯
地
の
強
靭

化
や
民
間
空
港
で
あ
る
八
尾
空
港

の
軍
事
利
用
が
進
め
ら
れ
て
い
る

こ
と
が
よ
く
わ
か
り
ま
し
た
。 

続
い
て
高
槻
・
島
本
平
和
委
員

会
か
ら
「
祝
園
弾
薬
庫
ツ
ア
ー
」

に
つ
い
て
の
報
告
が
あ
り
ま
し

た
。
大
阪
か
ら
も
近
い
祝
園
の
弾

薬
庫
の
増
設
に
つ
い
て
、
学
習
か

ら
始
め
、
広
げ
、
２８
人
乗
り
マ
イ

ク
ロ
バ
ス
を
出
す
ツ
ア
ー
が
取
り

組
め
た
こ
と
、
計
画
の
全
容
を
明

ら
か
に
し
、
周
辺
の
自
治
体
へ
の

説
明
責
任
を
果
た
し
住
民
の
不
安

や
疑
問
に
答
え
る
よ
う
要
望
書
を

提
出
し
た
こ
と
が
報
告
さ
れ
ま
し

た
。 東

住
吉
平
和
委
員
会
か
ら
「
東

住
吉
田
辺
に
落
と
さ
れ
た
『
模
擬

原
爆
』
」
に
つ
い
て
、
地
域
で
語

り
継
ぐ
活
動
、
模
擬
原
爆
追
悼
式

や
平
和
の
鐘
つ
き
の
報
告
が
あ
り

ま
し
た
。 

最
後
に
大
阪
平
和
委
員
会
事
務

局
ら
、
こ
の
夏
に
取
り
組
ん
だ
「
自

衛
官
募
集
自
治
体
ア
ン
ケ
ー
ト
」

の
集
計
結
果
の
報
告
で
す
。
全
国

平
均
６６
％
に
対
し
て
、
名
簿
提
供

推
進
の
維
新
府
政
の
も
と
、
１
町

を
除
い
て
名
簿
提
供
を
し
て
い
る

大
阪
の
状
況
と
、
自
治
体
や
教
育

現
場
で
強
ま
る
自
衛
官
募
集
活
動

に
つ
い
て
報
告
し
ま
し
た
。 

 

報
告
を
受
け
て
４
班
に
分
か
れ

て
グ
ル
ー
プ
討
論
を
し
ま
し
た
。

グ
ル
ー
プ
討
論
で
は
、
「
各
地
の

報
告
よ
か
っ
た
、
グ
ル
ー
プ
討
議

で
深
ま
っ
た
」
「
名
簿
提
供
の
資

料
を
利
用
し
な
が
ら
地
元
の
運
動

に
生
か
し
た
い
」
「
若
い
人
と
の

つ
な
が
り
を
作
っ
て
い
き
た
い
」

「
平
和
委
員
会
の
活
動
を
伝
え
る

た
め
に
は
宣
伝
が
大
事
」
「
役
員

会
の
持
ち
方
な
ど
も
交
流
で
き

た
」
「
平
和
委
員
会
で
基
地
や
戦

跡
見
学
な
ど
の
ツ
ア
ー
に
取
り
組

ん
で
ほ
し
い
」
な
ど
報
告
が
あ
り

ま
し
た
。 

日
本
平
和
大
会
を
成
功
さ
せ

よ
う
！
Ｒ
Ｙ
Ｕ
裁
判
を
支
援
し

よ
う
！
大
阪
平
和
委
員
会
を
強

く
大
き
く
し
て
、
２
０
２
６
年
の 

７０
周
年
を 

迎
え
よ
う 

と
締
め
く 

く
り
ま
し 

た
。 

  

 
 

 

    

 第
２３
回 

ア
メ
リ
カ
領
事
館
前
行
動 

ア
メ
リ
カ
は
イ
ス
ラ
エ
ル
の
支
援
を 

や
め
ろ
！
パ
レ
ス
チ
ナ
に
平
和
を
！ 

９
月
２６
日 

２０
人
参
加 

定
例
の
沖
縄
連
帯
の
宣
伝
を
１０

月
１５
日
、
上
本
町
６
丁
目
交
差
点

で
、
正
午
か
ら
１９
人
の
参
加
で
行

い
ま
し
た
。
う
た
ご
え
協
議
会
の

立
川
さ
ん
、
平
和
遺
族
会
の
大
島

さ
ん
、
大
阪
平
和
委
員
会
の
亀
井

さ
ん
が
、
「
戦
後
８０
年
た
っ
た
今

も
沖
縄
は
米
軍
基
地
の
島
と
さ

れ
、
県
民
の
命
と
平
和
が
脅
か
さ

れ
て
い
る
」「
完
成
の
見
込
み
の
な

い
辺
野
古
新
基
地
建
設
は
直
ち
に

中
止
」
「
基
地
強
化
、
ミ
サ
イ
ル
配

備
で
は
な
く
、
対
話
で
の
平
和
を
」

と
訴
え
ま
し
た
。
う
た
ご
え
に
足

を
と
め
る
方
も
多
く
、
２１
筆
の
署

名
の
協
力
が
あ
り
ま
し
た
。 

   

大
阪
平
和
大
会
開
催 

９
月
２０
日 

３０
人
参
加 

 

沖
縄
連
帯
行
動 

月

日

名
で
実
施 

 

２３
回
目
と
な
る
ア
メ
リ
カ
領
事
館

前
で
抗
議
行
動
を
９
月
２
６
日
、
大

阪
労
連
、
大
阪
革
新
懇
、
大
阪
原
水

協
、
大
阪
平
和
委
員
会
４
団
体
で
行

い
ま
し
た
。
参
加
者
は
２０
人
で
し

た
。
「
ガ
ザ
へ
の
攻
撃
が
始
ま
っ
て

２
年
。
６
万
５
千
人
以
上
の
命
が
奪

わ
れ
食
料
や
医
薬
品
が
届
か
ず
飢

き
ん
の
状
態
。
イ
ス
ラ
エ
ル
は
ジ
ェ

ノ
サ
イ
ド
を
や
め
ろ
」
「
ア
メ
リ
カ

は
イ
ス
ラ
エ
ル
の
支
援
を
止
め
て

ガ
ザ
へ
の
攻
撃
を
や
め
さ
せ
ろ
」

「
必
要
な
の
は
人
道
支
援
」
「
パ
レ

ス
チ
ナ
の
国
家
承
認
を
し
ろ
」
と
抗

議
の
コ
ー
ル
を
行
い
ま
し
た
。 
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       【11 月の行事案内】 

１日(土)～３日(祝)ピースエッグ in東京 

３日(祝)11.3おおさか総がかり集会 14：00～ 

            中之島公園女性像前 

５日(水)第 5回常任理事会 18：00～ 

６日(木)6.9 行動 12：00～上本町６丁目交差点 

７日(金)府的 9 の日宣伝 17：30～京橋駅  

14日(金)沖縄連帯行動 12：00～上本町６丁目 

17日(月)RYU裁判第７回口頭弁論 13：30～奈良地裁 

28日(金)奈良県平和委員会との交流 

    「真田山陸軍墓地」10：30～玉造駅 

憲
法
１
３
条
で
保
障
さ
れ
た
プ

ラ
イ
バ
シ
ー
権
を
侵
害
す
る
と
し

て
、
高
校
３
年
生
（
当
時
）
が
原

告
と
な
っ
て
、
国
と
奈
良
市
を
訴

え
た
Ｒ
Ｙ
Ｕ
裁
判
の
第
６
回
口
頭

弁
論
が
９
月
２２
日
奈
良
地
裁
で
お

こ
な
わ
れ
ま
し
た
。 

佐
藤
弁
護
士
に
よ
る
第
８
回
準

備
書
面
に
よ
る
弁
論
が
圧
巻
で
し

た
。
奈
良
市
が
若
者
の
情
報
を
自

衛
隊
に
渡
し
て
い
る
こ
と
は
法
律

違
反
で
あ
る
こ
と
を
主
張
さ
れ
ま

し
た
。
新
た
な
証
拠
と
し
て
一
時

な
か
っ
た
認
識
票
（
ス
テ
ン
レ
ス

製
、
名
前
、
認
識
番
号
、
部
隊

名
、
血
液
型
）
の
復
活
が
付
け
加

え
ら
れ
ま
し
た
。
こ
の
準
備
書
面

に
対
し
て
国
側
代
理
人
（
国
・
奈

良
市
弁
護
団
）
は
一
切
反
論
し
ま

せ
ん
で
し
た
。
国
側
代
理
人
は
裁

判
官
が
国
に
反
対
す
る
判
決
は
出

せ
な
い
と
高
を
く
く
っ
て
い
る

と
、
八
木
弁
護
士
が
述
べ
ら
れ
ま

し
た
。 

Ｒ
Ｙ
Ｕ
裁
判
で
は
理
論
、
弁

論
、
世
論
の
三
論
で
国
側
を
圧
倒

す
る
条
件
が
そ
ろ
っ
て
い
ま
す
。

今
後
は
特
に
運
動
に
よ
る
世
論
の

高
揚
が
求
め
ら
れ
ま
す
。
こ
の
裁

判
の
傍
聴
を
お
願
い
し
ま
す
。 

こ
の
裁
判
は
運
動
を
新
た
な
段

階
に
引
き
上
げ
て
い
ま
す
。
一
つ

は
若
者
に
自
分
自
身
の
課
題
と
し

て
自
衛
隊
問
題
を
考
え
て
も
ら
う

こ
と
。
二
つ
め
は
今
進
ん
で
い
る

名
簿
提
供
問
題
は
名
簿
徴
兵
制
と

も
い
え
、
徴
兵
制
の
一
歩
手
前
で

あ
る
こ
と
。
第
三
に
憲
法
第
９
条

を
前
提
と
し
て
第
１３
条
の
理
念
で

運
動
を
進
め
る
こ
と
で
す
。 

大
阪
平
和
委
員
会
は
、
自
衛
隊

名
簿
提
供
問
題
の
自
治
体
ア
ン
ケ

ー
ト
の
結
果
を
ま
と
め
ま
し
た
。

２
種
類
の
学
習
Ｄ
Ｖ
Ｄ
も
作
成
し

ま
し
た
。
学
習
と
運
動
広
げ
ま
し

ょ
う
。
２
種
類
の
署
名
に
取
り
組

ん
で
い
ま
す
。
署
名
を
広
げ
て
、

こ
の
問
題
を
人
権
の
問
題
、
憲
法

の
問
題
と
し
て
、
知
ら
せ
て
い
く

こ
と
が
大
切
で
す
。 

第
７
回
口
頭
弁
論
は
１１
月
１７
日

奈
良
地
裁
１３
時
３０
分
付
で
す
。 

          

青
年
の
個
人
情
報
を
自
衛
隊
に
渡
さ
な
い 

Ｒ
Ｙ
Ｕ
裁

判

第

６
回

口

頭

弁

論 

１０
月
６
日
、
上
本
町
六
丁
目
交

差
点
で
６
・
９
行
動
を
行
い
ま
し

た
。
参
加
者
は
１４
人
で
２４
筆
の

署
名
へ
の
協
力
が
あ
り
ま
し
た
。 

「
人
類
史
上
初
め
て
の
原
子
爆
弾

が
広
島
・
長
崎
に
投
下
さ
れ
今
年

で
８
０
年
。
今
も
約
１
０
万
人
の

被
爆
者
は
苦
し
み
続
け
て
い
る
」

「『
核
抑
止
力
』
は
、
い
ざ
と
な

っ
た
ら
核
兵
器
を
使
う
こ
と
が
前

提
」「
核
抑
止
で
は
な
く
、
核
兵

器
禁
止
条
約
に
よ
る
核
廃
絶
を
」

「
生
き
て
い
る
う
ち
に
核
兵
器
廃

絶
を
」
の
願
い
に
こ
た
え
る
た

め
、
日
本
政
府
は
核
兵
器
禁
止
条

約
に
署
名
・
批
准
を
求
め
る
署
名

へ
の
協
力
を
訴
え
ま
し
た
。 

和泉市平和のつどい（仮） 

日時：11 月 29 日(土)13：00～ 

会場：和泉市ｺﾐｭﾆﾃｨｾﾝﾀｰ中集会室 

講師：小泉親司さん 

 

信太山駐屯地における自衛隊基地

「強靭化」の動きや、海軍呉基地で

新聞「聳ゆるマスト」発行の中心と

なった地元出身の坂口喜一郎にまつ

わる話もきけます。 

コラム 
RYU裁判の帰りの環状線の中

で、外国人の青年に声をかけら

れた。「I am Palestinian.」

私の胸のバッチ（写真）を指さ

して「ありがとうございます」 

 パレスチナ連帯のバッチをつ

ける、この小さな行動が 

彼を少しでも勇気づ 

けられたかも、と 

思うとうれしくな 

った。連帯  （明） 

６
．
９
行
動 

１０
月
６
日 

上
六
交
差
点 

１４
人
が
参
加 

東
住
吉
平
和
委
員
会
は
１０
月

１１
日
、
八
尾
平
和
委
員
会
の
佐
藤

さ
ん
の
案
内
で
、
航
空
自
衛
隊
の

八
尾
駐
屯
地
、
掩
体
壕
の
見
学
に

い
き
ま
し
た
。 

 

戦
時
中
の
軍
事
遺
産
が
今
も
残

っ
て
い
る
こ
と
に
大
き
な
驚
き
、

そ
し
て
そ
の
保
存
活
動
に
取
り
組

ん
で
お
ら
れ
る
佐
藤
さ
ん
を
は
じ

め
八
尾
平
和
の
会
員
の
み
な
さ
ん

の
努
力
に
経
緯
を
表
し
た
い
と
思

い
ま
す
。 

 

地
域
で
の
平
和
活
動
の
大
切
さ

を
あ
ら
た
め
て
学
び
ま
し
た
が
、

長
居
公
園
で
は
高
射
砲
の
が
設
置

さ
れ
て
い
た
（
今
は
噴
水
）
あ
と
、

疎
開
道
路
、
防
空
壕
あ
と
な
ど
、

地
域
で
も
戦
争
遺
産
あ
る
と
思
い

ま
す
、
地
域
平
和
で
語
り
継
い
で

い
く
こ
と
も
大
切
と
感
じ
ま
し

た
。 

 
 
 
 
 

黒
田 

安
彦 

八
尾
駐
屯
地
・掩
体
壕
を
見
学 

 

１０
月
１１
日 

東
住
吉
平
和
委
員
会 

署名 

 

「次期戦闘機の共同開発

と輸出を止めてください」 

 

署名用紙を同封しています。 

11月 14日必着で事務局 

まで返送ください. 

 


